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【要 約】 

本研究では中高年者と若年者における運動反応と前期・後期CNVの関係を，多部位から測定した随

伴陰性変動(contingent negative variation，CNV)によって比較検討した。参加者は中高年者8名と若

年者8名とした。CNVパラダイムの警告刺激と命令刺激の時間間隔(inter-stimulus interval: ISI)は常に

3 sとしたが，試行間の間隔(inter-trial interval: ITI)を3 sにする短ITI条件と，10-14 sの可変にする長

ITI条件を設けて，命令刺激への反応タイミングに難易を設けた。分析の対象は警告刺激に誘発された

N1の振幅と，前期・後期CNVの振幅と，命令刺激に対する反応時間(reaction time: RT)とした。結果を

調べたところ，両群のRT間には有意差がなく，条件間にのみ有意差がみられ，長ITI条件のRTは短ITI

条件よりも遅延していた。警告刺激に対するN1の振幅は，両群間に差がなく，条件間にのみ有意差が

みられ，長ITI条件の方が短ITI条件よりも振幅が大きかった。中高年者群の前期CNVの振幅は，若年

者群よりも大きな値を示した。長ITI条件におけるFzとCzの前期CNV振幅値は，短ITI条件よりも大きな値

を示した。また，両条件における中高年者群の後期CNVの振幅は，若年者群のそれよりも大きな値を示

した。Czの後期CNV振幅はFz，Pzのそれよりも大きな値を示した。これらの結果に基くと，両群のRTに差

がなかったとはいえ，迅速な反応を遂行するために，中高年者群は若年群よりも，ISI早期から反応準備

や予期を高めていたものと考えられる。 
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